
「青少年育成グローバル事業」事業報告

令和４年 3月４日

北海道未来社会システム創造事業



一般社団法人 国際交流団体ブロック

◆設立：２０１７年３月

◆事業内容

⚫ 国際交流イベントや英語を使ったアクティビティの企画
/運営を通じてグローバル社会に立ち向かえる人材の育成

⚫ 翻訳、通訳による語学サポートでの地域への貢献
⚫ 未来にはばたく子供たちの可能性を広げ、グローバルな

感覚を養う場の提供
⚫ 言語習得とともに、コミュニケーションスキルとプレゼ

ンテーションスキルの醸成
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１．目的

習い事ができない子供たちへ英語習得の機会提供

(１)共働き・ひとり親世帯の学童に通う小学生
↓

月１回日曜日に行っているESS（無料英会話教室）を開催する
ことで、平日の習い事へ通えない子供たちへの学習機会の提供
を目指している。

(２)発達障害があり放課後ディサービスに通う小学生
↓

講師が直接施設へ出向く「出張英会話クラス」の実施により、
英語教室へ通うことのできる子供たちとの格差を少なくする
ことを目指している。
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2．目標

（１）結果目標と達成状況

【アウトプット】

学童や放課後デイサービスに通う児童の…

●英語に対する意識を高める。

●異文化に触れる機会を増やす。

●道南地域の外国人(在住者、技能実習生、ビジター)と
のふれあいの機会を創出する。

●英語を学習する児童数の拡大を図る。
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6活動内容①

北斗市
学童「まねきや」
出張英会話
毎週月曜日
15：30～
小学生 8名

1年生2名
2年生4名
3年生1名
6年生1名

学童にて出張英会話クラスの実施
●施設内外で使用する物・言葉→
英語で表現し会話をしながらの英語学習

●日常生活で使う言葉→カードや動画を
使用（視覚・聴覚的アプローチとして）
遊びながら英語を身につける。
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7活動内容②

函館市
学童「にっこにこ」

出張英会話
毎週金曜日
16：00～

小学生 約20名
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学童にて出張英会話クラスの実施
●施設内外で使用する物・言葉→
英語で表現し会話をしながらの英語学習

●日常生活で使う言葉→カードや動画を
使用（視覚・聴覚的アプローチとして）
遊びながら英語を身につける。



8活動内容③

北斗市
「放課後等
デイサービス北陽」

出張英会話
毎週月曜日
15：00～

小学生 18名学童にて出張英会話クラスの実施

●英語の本「はらぺこあおむし」の読み
聞かせ発表会の様子⇒
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9活動内容④

茅部郡森町
放課後デイ

「こまがたけ」
「あおぞら」7名
オンライン英会話
毎週水曜日
15：30～
小学生 8名

動画再生

▷

放課後デイにて出張英会話クラスの実施
●施設内外で使用する物・言葉→
英語で表現し会話をしながらの英語学習

●日常生活で使う言葉→カードや動画を
使用（視覚・聴覚的アプローチとして）
遊びながら英語を身につける。
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10活動内容⑤

地域体育館
サマーキャンプ

国際交流イベント

2021年8月15日
小学生 40名

北斗市ALTアメリカ出身

デニスさん
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11活動内容④

ブロック
「クリスマス」
国際交流イベント

2021年12月12日
小学生 20名

函館在住アメリカ出身

ジムさん

事業名：青少年育成グローバル事業



12活動内容⑤

地域体育館
「ハロウィン」

国際交流イベント

2020年10月18日
参加者 400名
北斗市ALTアメリカ出身

ケーランドさん

デニスさん

カナダ出身アンナさん
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【短期アウトカム】

学童や放課後デイサービスに通う児童の…
●コミュニケーション能力が向上する。
●異文化に対する興味や知識が変化する
●英語を学習する児童や施設の数が増える。

【中長期アウトカム】
●学童・放課後デイサービスに通う児童が英語に触れる
機会が当たり前にある環境を提供する。それにより児童
英語教育の充実の達成と、子供を習い事に通わせること
のできない家庭の不利の一部が改善される。
●地域住民と外国人が、互いを受け入れ共存できる社会
になる。
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14まとめ 事業名：青少年育成グローバル事業

■今年度のまとめ
●コロナ禍においてオンラインでの「英語の絵本の読み聞かせ」等を
通じて、地域住民と外国人技能実習生との交流を実施するべく検討・
調整したが、コロナ感染拡大により企業の理解を得ることができな
かった為、実現できず非常に残念な結果となった。

●HITの担当POの方が北海道教育大学言語学専門の教授とのコラボ
レーションを提案してくださり、現時点で企画段階だが技能実習生と
の「異なる文化・言語の方々との共生社会」を目標に、地域活性化の
推進につなげる場をみつけ、来年度からの実施を予定している。

●英語教育の低年齢化（小学生から）について、国、地方、民間が取
り組みを強化しているが、学童や放課後デイサービスの現場にまでに
は追いついていない。ブロックとしてそういった現場に、現在の活動
を更に広げていきたい。



1515課題
困っていること
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■助成期間の最終年の活動をするにあたり
（3年目事業は自走化に向けて…）

●出張学童、デイの件数を増やすための具体的な取り組み。

●外国人実習生等とのコネクション作りのための具体策。

●今後の活動資金の具体的調達方法。

●人材確保


